
 

令和５年度 健康づくり・口腔保健・食育に関するアンケート調査 

《結果報告》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

調査目的：平成３０年３月に策定した「健康長寿・笑顔のまち・京都推進プラン」に

おいて、市民の健康づくりに関する活動状況を把握するために経年で実施

することとしており、今後の健康づくり施策の推進の基礎資料とするもの

です。 

対 象 者：１５歳以上の市民５，０００人（住民基本台帳から無作為抽出） 

調査期間：令和５年４月１９日（水）～令和５年５月２６日（金） 

回 収 数：１，４２１件（回収率２８．４％） 

調査項目：年齢、行政区等の基礎項目、身長・体重・歯の数、健康状態、社会参加、 

食事、身体活動・運動、健（検）診・歯科健診、睡眠、喫煙、飲酒 等 

調査概要 
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１ 回答者の属性・健康観 

◎性別 

 「女性」が 57.7％で、アンケートの回答者

の約 6 割が「女性」である。 

また、性別の回答率でも、「男性」に比べ「女

性」は 5.8 ポイント回答率が高い。 

 令和 3 年度の調査でも、アンケートの回答

者の 58.7％が「女性」であり、例年、女性の

回答率が高い傾向にある。 

 

◎年齢（令和５年４月 1 日現在） 

「75～79 歳」が 9.7%と最も高く、65

歳以上の回答が全体の 4１.５％となってい

る。 

令和 3 年度の調査でも 65 歳以上の回答が

全体の 41.8％となっており、同様の傾向が

みられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎職業 

「会社員・公務員」が 29.7％と最も高く、

次いで、「無職」が 24.8％と高い。 

「その他」の回答には、会社役員、医療従

事者、大学職員、団体職員等の記載があった。 

 

 

 

 

 

 

性別 人 （％） 
性別の 

回答率 

男性 585（41.2） 25.0 

女性 820（57.7） 30.8 

答えたくない 11（ 0.８） － 

その他 0（  ０）  － 

無回答・無効 5（ 0.4） － 

年齢 人 （％） 

15～19 歳 42（ 3.0） 

20～24 歳 41（ 2.9） 

25～29 歳 63（ 4.4） 

30～34 歳 65（ 4.6） 

35～39 歳 79（ 5.6） 

40～44 歳 82（ 5.8） 

45～49 歳 102（ 7.2） 

50～54 歳 134（ 9.4） 

55～59 歳 106（ 7.5） 

60～64 歳 110（ 7.7） 

65～69 歳 113（ 8.0） 

70～74 歳 137（ 9.6） 

75～79 歳 138（ 9.7） 

80～84 歳 113（ 8.0） 

85～89 歳 58（ 4.1） 

90～94 歳 25（ 1.8） 

95～99 歳 5（ 0.4） 

100 歳以上 1（ 0.1） 

無回答・無効 7（ 0.5） 

職業 人 （％） 

自営業・自由業 121（ 8.5） 

会社員・公務員 422（29.7） 

農林漁業従事者 2（ 0.1） 

主婦・主夫 199（14.0） 

学生 73（ 5.1） 

パート・アルバイト 185（13.0） 

無職 352（24.8） 

その他 48（ 3.4） 

無回答・無効 19（ 1.3） 

4１.５％ 
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◎居住地区 

「右京区」が 1３.0％と最も高く、次いで

「左京区」が 11.５％と高い。 

地区ごとの回答率みると、「北区」が

34.1.％と最も高く、次いで、「西京区（洛西

管内除く）」が 32.4％と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎家族構成 

「同居者有」が 79.6％で大部分を占めて

いる。 

また、同居者の内訳では、「配偶者」が

72.7％と最も高く、次いで、「子ども」が

47.5％と高い。 

「その他」の回答には、義理の家族や甥・

姪、交際相手等の記載があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居住地区 人 （％） 
地区の 

回答率 

北区 133（ 9.4） 34.1 

上京区 85（ 6.0） 30.6 

左京区 163（11.5） 29.9 

中京区 111（ 7.8） 29.1 

東山区 33（ 2.3） 26.6 

山科区 135（ 9.5） 29.2 

下京区 84（ 5.9） 29.8 

南区 94（ 6.6） 26.0 

右京区 185（13.0） 27.0 

西京区（洛西管内

除く） 
110（ 7.7） 32.4 

西京区洛西管内 48（ 3.4） 27.3 

伏見区（深草・醍

醐管内除く） 
145（10.2） 25.1 

伏見区深草管内 49（ 3.4） 23.1 

伏見区醍醐管内 40（ 2.8） 22.6 

無回答 6（ 0.4） - 

家族構成 人 （％） 

単身 253（17.8） 

同居者有 1131（79.6） 

無回答 37（ 2.6） 

≪複数回答≫ 

72.7%

47.5%

18.9%

3.8%

7.4%

1.7%

2.8%

3.1%

0% 50% 100%

配偶者

子ども

親

孫

兄弟姉妹

祖父母

その他

無回答
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◎BMI の状況 

「普通体重」が63.0％と最も多いが、

令和３年度と比較して 3.9 ポイント減少

している。 

また、令和３年度と比較すると「肥満」

が 1.1 ポイント増加している。 

 

BMI ＝ 体重 kg ÷ (身長 m)2 

 

 

 

 

〇年齢別 BMI 

・男性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・女性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

BMI 値 判定 

18.5 未満 低体重（痩せ型） 

18.5～25 未満 普通体重 

25～ 肥満 

低体重（やせ）

12.2%

11.4%

9.4%

普通体重

63.0%

66.9%

69.6%

肥満

18.2%

17.1%

17.0%

不明、異常値

6.5%

4.7%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5

R3

R1

低体重（やせ）, 

8.3%

10.0%

9.8%

2.8%

5.6%

4.0%

6.1%

11.0%

普通体重, 75.0%

67.5%

60.7%

58.3%

66.3%

64.4%

58.8%

67.1%

肥満, 0.0%

20.0%

24.6%

31.9%

24.7%

31.7%

33.3%

18.3%

不明、異常値, 

16.7%

2.5%

4.9%

6.9%

3.4%

0.0%

1.8%

3.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

15-19

20-29

30-39

40-49

50-59

60-69

70-79

>80

低体重（やせ）, 

44.4%

21.7%

17.5%

14.4%

16.9%

19.0%

11.9%

12.6%

普通体重, 50.0%

61.7%

58.8%

67.6%

64.2%

65.3%

65.0%

58.0%

肥満, 5.6%

8.3%

15.0%

10.8%

9.5%

12.4%

18.1%

12.6%

不明、異常値, 

0.0%

8.3%

8.8%

7.2%

9.5%

3.3%

5.0%

16.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

15-19

20-29

30-39

40-49

50-59

60-69

70-79

>80
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◎歯の数 

歯の本数を見ると、「24 本以上」が

62.5％と最も多いが、令和３年度と比較す

ると 5.0 ポイント減少している。「無回答・

無効」を除き、その他の項目には 1 ポイン

ト以上の大きな変化は見られない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪参考：20 本以上の歯を有する割合≫ 

 歯の本数を見ると、年齢層が

高くなるとともに「20 本以上

の歯を有する」者の割合が減少

する傾向がみられ、特に６０歳

代以降で大きく減少している。 

なお、「70 歳以上で 20 本

以上の歯を有する」者の割合は、

令和元年度で 52.5%、令和 3

年度で 52.7％、令和５年度は

4９.１%であり、5 割前後を推

移している。 

 

 

 

 

 

 

 

  

62.5%

7.4%

3.3%

3.6%

2.5%

1.8%

2.2%

16.7%

67.5%

9.7%

5.0%

3.5%

3.1%

1.7%

3.4%

6.2%

65.1%

9.6%

5.3%

4.1%

3.0%

2.3%

3.4%

7.3%

0% 20% 40% 60% 80%

24本以上

20～23本

15～19本

10～14本

5～9本

1～4本

0本

無回答・無効

R5

R3

R1

69.9%

85.7%

87.5%

84.0%

82.1%

82.9%

70.9%

57.8%

37.1%

42.9%

77.2%

100.0%

94.3%

94.9%

93.8%

90.3%

82.1%

59.2%

41.6%

22.2%

74.8%

95.2%

94.8%

93.5%

91.1%

89.9%

75.7%

61.9%

37.1%

25.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

15歳～

19歳

20歳～

29歳

30歳～

39歳

40歳～

49歳

50歳～

59歳

60歳～

69歳

70歳～

79歳

80歳以

上

年齢不明

R5

R3

R1
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◎主観的な健康観 

「よい」が 2８.４％、「まあよい」が 2６.４％、「ふつう」が 31.４％で、全体の 9 割近く

となっている。 

また、令和３年度に比べ、「よい」が 0.9 ポイント増加、「よくない」が 0.6 ポイント減少し

ているが、「あまりよくない」が 1.4 ポイント増加、「まあよい」が 1.2 ポイント、「ふつう」

が 0.3 ポイント減少しており、主観的な健康観は、全体的にわずかに低下している。 

 

 

 

◎健康についての関心 

自分自身の健康に関心を持って

いるかは、「ある」が 80％を超え

ており、令和元年度から引き続き

市民全体の関心が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よい, 28.4%

27.5%

18.4%

まあよい, 26.4%

27.6%

24.7%

ふつう, 31.4%

31.7%

38.9%

あまりよくない, 

11.8%

10.4%

13.7%

よくない

1.5%

2.0%

2.7%

無回答・無効

0.6%

0.9%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5

R3

R1

ある, 

81.6%

82.0%

80.9%

ない, 3.1%

3.2%

2.8%

どちらともいえない

15.0%

13.8%

15.1%

無回答・無効

0.4%

1.0%

1.2%

0% 50% 100%

R5

R3

R1
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◎普段の生活での健康に関する取組 

普段の生活で「できている」こととしては、「たばこを吸わない」82.0％、「お酒を飲みす

ぎない」77.6%、「規則正しく朝・昼・夕の食事をとる」73.3％の順に高い。また、「取り組

みたいが実行できない」こととしては、「ゆっくりとよく噛んで食べる」55.9％、「ストレス

をためない」44.1％、「適度に運動をするか身体を動かす」43.6％の順に高い。 

一方、「興味がなくしていない」こととしては、「歯間ブラシや糸ようじを使用する」17.2％、

「たばこを吸わない」11.3％、「お酒を飲みすぎない」9.3%の順に高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

できている

47.7%

61.7%

82.0%

77.6%

50.6%

73.3%

55.6%

58.5%

67.0%

58.4%

37.4%

69.6%

52.6%

64.6%

53.3%

取り組みたいが

実行できない

43.6%

35.5%

4.6%

11.2%

44.1%

22.0%

36.3%

37.0%

28.1%

36.6%

55.9%

25.8%

27.4%

25.7%

39.3%

興味がなく

していない

7.0%

1.5%

11.3%

9.3%

2.8%

3.5%

6.2%

3.0%

3.7%

3.4%

5.5%

2.6%

17.2%

7.2%

5.7%

無回答

1.7%

1.3%

2.2%

1.9%

2.5%

1.2%

1.9%

1.5%

1.1%

1.5%

1.1%

2.0%

2.7%

2.5%

1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

適度に運動をするか身体を動か

す

睡眠を十分にとる

たばこを吸わない

お酒を飲み過ぎない

ストレスをためない

規則正しく朝・昼・夕の食事を

とる

塩分を取りすぎない

野菜をたくさん食べる

肉・魚・卵・大豆製品を毎日食

べる

食べ過ぎない

ゆっくりよく噛んで食べる

丁寧に歯をみがく

歯間ブラシや糸ようじを使用す

る

定期的に健（検）診を受ける

適正体重を維持する

普段の生活
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◎健康に関する言葉の理解 

「健康寿命」は「意味を含めて知っている」が６3.7％と 5 割を超える理解度があったが、

「フレイル」や「オーラルフレイル」、「ロコモティブシンドローム」、「COPD（慢性閉塞性肺

疾患）」の理解度はいずれも 2 割程度またはそれ以下となっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

≪参考：意味を含めて知っている人の比較≫ 

一方で、「意味を含めて知っている」の結果を、令和３年度調査との比較でみると、「フレ

イル」は 7.7 ポイント、「オーラルフレイル」は 5.8 ポイント上昇している。 

 
 
 
 
 

  

意味を含めて知っている, 

63.7%

22.9%

15.7%

18.2%

18.0%

聞いたことはあるが良く

知らない, 26.9%

20.5%

21.6%

22.4%

21.8%

知らない, 7.4%

53.3%

59.5%

56.2%

57.4%

無回答・無効, 2.0%

3.3%

3.2%

3.2%

2.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

健康寿命

フレイル

オーラルフレイル

ロコモティブ

シンドローム

ＣＯＰＤ

（慢性閉塞性肺疾患）

63.7%

22.9%

15.7%

18.2%

18.0%

58.7%

15.2%

9.9%

16.7%

15.8%

57.9%

7.9%

6.0%

18.8%

16.5%

0% 20% 40% 60%

健康寿命

フレイル

オーラルフレイル

ロコモティブ

シンドローム

ＣＯＰＤ

（慢性閉塞性肺疾患）

R5

R3

R1
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２ 健康づくりに関する回答 

◎社会活動への参加 

令和３年度と比較して「参加している」が 10.5 ポイント増加し、「コロナ禍だから参加して

いない」が 6.6 ポイント減少した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

53.5%

34.3%

22.7%

17.1%

19.6%

10.5%

8.2%

8.6%

2.8%

2.8%

0.9%

55.4%

32.8%

21.4%

17.1%

16.2%

9.3%

8.4%

7.0%

2.0%

1.2%

0.3%

37.8%

53.9%

14.1%

18.0%

20.0%

9.9%

9.2%

7.5%

2.7%

2.1%

0.0%

0% 20% 40% 60%

自治会・町内会

地蔵盆など地域の行事

ボランティア活動

スポーツの会（スポーツ少年団や運動

クラブを含む）

趣味の会

その他

ＰＴＡ活動

すこやかクラブ（老人クラブ）

子育てサークル

シルバー人材センター

無回答

どのような社会活動に参加していますか

R5

R3

R1

参加している, 30.1%

19.6%

コロナ禍だから参加していない, 9.1%

15.7%

コロナ禍になる前から参加していない, 57.4%

59.8%

無回答・無効, 3.4%

4.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5

R3
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◎普段の生活の中で思い当たること（ロコチェック 7 項目） 

ロコチェックとは、骨や筋肉、関

節などの運動器が衰えていないか

を 7 つの項目でチェックできる簡

易テストであり、７項目のうち、ひ

とつでも当てはまれば、ロコモテ

ィブシンドローム（運動器の障害

のために異動機能の低下をきたし

た状態。進行すると要介護のリス

クが高まる。）の心配がある。 

自覚症状としては、「片脚立ちで

靴下がはけない」と「階段を上がる

のに手すりが必要である」がいず

れも 18.5％と最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

≪参考：ロコモの各項目と 65 歳以上の性別との関係≫ 

 
 

39.8%

31.7%

14.1%

11.6%

7.2%

7.6%

2.0%

41.8%

0.0%

33.3%

41.0%

13.0%

18.6%

15.6%

10.0%

4.7%

40.1%

0.0%

0% 20% 40% 60%

片脚立ちで靴下がはけない

階段を上がるのに手すりが必要である

家の中でつまずいたり滑ったりする

家の中のやや重い仕事（掃除機の使用、布団の上

げ下ろしなど）が困難である

２㎏程度の買物（１リットルの牛乳パック

２個程度）をして持ち帰るのが困難である

１５分くらい続けて歩けない

横断歩道を青信号で渡りきれない

特にない

無回答

ロコモの各項目と65歳以上の性別との関係

男性％

女性％

≪複数回答≫

≪複数回答≫ 18.5%

18.5%

9.6%

8.1%

6.7%

4.4%

1.8%

62.8%

0.0%

19.7%

19.7%

8.8%

7.3%

5.6%

5.3%

2.2%

62.6%

4.8%

0% 20% 40% 60%

片脚立ちで靴下がはけない

階段を上がるのに手すりが必要

である

家の中でつまずいたり滑ったり

する

家の中のやや重い仕事（掃除機

の使用や布団の上げ下ろしな…

２㎏程度の買物（１ℓの牛乳

パック２個程度）をして持ち…

１５分くらい続けて歩けない

横断歩道を青信号で渡りきれな

い

特にない

無回答

R5

R3

≪複数回答≫

65 歳以上の男女で回答を比較すると、

4 つの選択肢に男女での差が見られた。 
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◎定期的な運動 

「定期的に行っている」と「定期的ではないが行っている」で、全体の半数を超えている。 

行わない理由では、「時間が取れないから」が 37.6％と最も高く、令和３年度より 4.7 ポイ

ント増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

≪参考：定期的な運動を行わない理由と年齢、性別の関係≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理由のうち、「時間が取れないから」、「健康面に不安があるから」、「めんどうだから」につい

ては、年齢間の差が生じていた。これは男女ともに同じ傾向がみられる。 

定期的に行っている, 34.7%

26.8%

定期的ではないが、行っている, 

29.6%

30.6%

行っていないが、今

後行うつもりである, 

16.8%

15.8%

行っておらず、今後も

行うつもりはない, 

15.6%

21.5%

無回答・無効, 

3.4%

5.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5

R3

37.6%

32.4%

22.8%

7.0%

14.1%

10.7%

8.9%

14.3%

8.7%

2.8%

32.9%

25.2%

23.8%

21.5%

14.5%

13.0%

10.8%

10.5%

6.6%

1.4%

0% 10% 20% 30% 40%

時間が取れないから

めんどうだから

取り組むきっかけがないから

コロナ禍だから

理由は特にない

その他

健康面に不安があるから

一緒にする仲間がいないから

運動場所等に関する情報がない…

無回答

R5

R3

≪複数回答≫

 

0% 10% 20% 30% 40%

取り組むきっかけ

情報がない

時間が取れない

健康面に不安

めんどう

仲間がいない

コロナ禍

特にない

その他

性別別（男性）

15～34歳

35～64歳

65歳以上

≪複数回答≫

0% 10% 20% 30% 40%

取り組むきっかけ

情報がない

時間が取れない

健康面に不安

めんどう

仲間がいない

コロナ禍

特にない

その他

性別別（女性）

15～34歳

35～64歳

65歳以上

≪複数回答≫
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◎1 日当たりの歩数 

 令和３年度と比較すると、５，０００歩未満の回答が減少し、９，０００歩以上の回答が増

加している。 

 
 

≪参考：１日当たりの歩数の割合の前回調査比較（性・１５歳以上の年代別）≫ 

 

 

 

3,000歩未満

25.4%

27.6%

26.9%

3,000歩以上～

29.3%

30.6%

29.3%

5,000歩以上～

12.9%

12.7%

13.6%

6,000歩以上～

8.2%

7.8%

8.0%

7,000歩以上～, 

5.4%

5.0%

6.3%

8,000歩以上～

3.0%

2.4%

2.6%

8,500歩以上～

2.3%

2.3%

2.6%

9,000歩以上

8.9%

7.8%

7.5%

無回答・無

効

4.8%

3.7%

3.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5

R3

R1

 R3   Ｒ5 

男性 

19.7

29
11.5

12.8

5.4

4.1

1.8
14.9

16.5

24.3
16.5

9.9

8.1

4.8

2.4

17.4

0510152025303540

15～64歳

34.3

26.5

12

6.8

1.6

1.6

2.3

4.9

36.5

27.7

6.8

6.8
3.6

3.6
2.4

7.2

0 5 10 15 20 25 30 35 40

３，０００歩未満

３，０００歩以上～５，０００歩未満

５，０００歩以上～６，０００歩未満

６，０００歩以上～７，０００歩未満

７，０００歩以上～８，０００歩未満

８，０００歩以上～８，５００歩未満

８，５００歩以上～９，０００歩未満

９，０００歩以上

65歳以上

女性 

21.5

33.5

16

8.7

5.1

3.3

3.1

7.6

20.7

32.2
14.9

9.4

6.3

2.9

2.5
9

0510152025303540

15～64歳

38.6

32.2

9.5
2.8

3.3

0.5

1.9

3.3

33

32.2

11.95.3

2.4

0.9

1.8

1.2

0 5 10 15 20 25 30 35 40

３，０００歩未満

３，０００歩以上～５，０００歩未満

５，０００歩以上～６，０００歩未満

６，０００歩以上～７，０００歩未満

７，０００歩以上～８，０００歩未満

８，０００歩以上～８，５００歩未満

８，５００歩以上～９，０００歩未満

９，０００歩以上

65歳以上
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◎睡眠でとる休養 

 全体の８割近くの人が、睡眠で休養をとれていると感じている。令和３年度の調査と比較

すると、「十分とれている」が 2.1 ポイント増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎過去 1 年間の健診等（健康診断、健康診査又は人間ドック）の受診 

 過去 1 年間に健診等を受診したことが「ある」が、67.9％と 7 割近く、令和３年度の

調査と比較すると 5.1 ポイント増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪健診を受けない理由≫ 

 健診を受けない理由では、「か

かりつけ医にいつも見てもらっ

ているので心配ない」が 28.8％

と最も高かった。次いで、「心配な

時はいつでも医療機関を受診で

きるから」が 24.9％と高くなっ

ている。「コロナ禍だから」という

理由は令和３年度調査から 11.5

ポイント減少した。 

また、「その他」の記載には、「機

会がない」、「子どもを預けられな

い」、「受診先がない」、「案内がわ

かりにくい」等の記載がある。 

 

選択肢 R5 R3 R1 

かかりつけ医にいつも見てもらっ

ているので心配ないから 
28.8 27.7 － 

心配な時はいつでも医療機関を受

診できるから 
24.9 22.0 44.5 

コロナ禍だから 10.2 21.7 － 

時間がとれなかったから 19.6 16.1 23.4 

費用がかかるから 15.3 14.1 17.4 

めんどうだから 12.1 10.1 13.7 

毎年受ける必要性を感じないから 15.3 10.0 12.0 

その時、医療機関に入院、又は通

院していたから 
7.0 9.2 14.1 

健康状態に自信があり、必要性を

感じないから 
7.5 9.2 8.9 

その他 5.6 7.9 10.4 

検査等（採血、胃カメラ等）に不

安があるから 
5.8 4.0 7.2 

知らなかったから 4.1 3.9 4.3 

結果が不安なため、受けたくない

から 
3.1 3.5 5.4 

場所が遠いから 2.4 2.7 1.5 

無回答 4.8 1.1 9.1 

≪複数回答≫ （％） 

十分とれている

27.4%

25.3%

22.2%

まあまあとれている

48.3%

52.2%

52.7%

あまりとれていない

21.3%

20.6%

22.5%

まったくとれていない

2.3%

1.4%

1.4%

無回答・無効

0.7%

0.5%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5

R3

R1

ある

67.9%

62.8%

68.8%

ない

29.1%

35.4%

28.9%

無回答・無効…

1.8%

2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5

R3

R1
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◎定期的ながん検診 

≪男性≫ 

 男性では、「胃がん」、

「大腸がん」の順に多く、

いずれも 20％程度。 

令和 3 年度と比較する

と、「受けているがん検

診はない」は 1.4 ポイン

ト減少。各検診のいずれ

の数値も「前立腺がん」

を除き減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪女性≫ 

 女性では、「乳がん

ん」、「子宮がん」の順に

多く、女性特有のがん検

診の受診率が高くなっ

ており、いずれも 30％

超えている。 

次いで、「胃がん」、「大

腸がん」と続くが、こち

らは男性の回答と比べ

ると低くなっている。 

令和 3 年度との比較で

は、男性と異なり、いず

れの数値も増加傾向に

ある。 

 

 

 

 

 

 

35.5%

32.3%

31.2%

19.4%

16.2%

11.0%

11.2%

5.1%

0% 10% 20% 30% 40%

受けているがん検診はない

乳がん検診

子宮がん検診

胃がん検診

大腸がん検診

無回答

肺がん検診

コロナ禍だから，今は受けていない

R5 女性
≪複数回答≫

52.5%

21.0%

19.7%

14.7%

11.6%

11.5%

4.8%

0% 20% 40% 60%

受けているがん検診はない

胃がん検診

大腸がん検診

前立腺がん検診

肺がん検診

無回答

コロナ禍だから今は受けていない

R5 男性 ≪複数回答≫

52.5%

21.0%

19.7%

14.7%

11.6%

11.5%

4.8%

51.1%

22.9%

22.6%

12.2%

12.6%

10.9%

6.4%

0% 20% 40% 60%

受けているがん検診はない

胃がん検診

大腸がん検診

前立腺がん検診

肺がん検診

無回答

コロナ禍だから今は受けていない

男性比較

R5

R3

≪複数回答≫

35.5%

32.3%

31.2%

19.4%

16.2%

11.2%

11.0%

5.1%

39.4%

28.2%

25.1%

16.5%

16.1%

10.0%

11.2%

8.7%

0% 10% 20% 30% 40%

受けているがん検診はない

乳がん検診

子宮がん検診

胃がん検診

大腸がん検診

肺がん検診

無回答

コロナ禍だから，今は受けていない

女性比較

R5

R3

≪複数回答≫
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◎喫煙の状況 

喫煙の状況については、「もともと喫煙をしていない」が 61.3％と最も高かった。 

令和３年度と比較すると、「喫煙している」が 1.８ポイント減少、「過去に喫煙していたが 

止めた」が 1.3 ポイント減少している。また「もともと喫煙していない」が 0.6 ポイント増 

加している。 

 「喫煙している」と回答した人のうち、喫煙しているたばこの種類は、「紙巻たばこ」が最 

も高く 68.8％、次いで「加熱式たばこ」が 29.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪たばこの種類≫ 

 

 

 

 

 

 

 

≪喫煙をやめたいか≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

喫煙している

9.9%

11.7%

12.2%

過去に喫煙していたが、止めた

24.9%

26.2%

25.8%

もともと喫煙していない

61.3%

60.7%

59.1%

無回答・無効

3.9%

1.4%

3.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5

R3

R1

68.8%

29.8%

8.5%

0.7%

5.7%

0% 20% 40% 60% 80%

紙巻きたばこ

加熱式たばこ

電子たばこ

その他

無回答

≪複数回答≫

17.0%

35.5%

30.5%

11.3%

5.7%

0% 10% 20% 30% 40%

やめたい

本数を減らしたい

やめたくない

わからない

無回答・無効
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◎受動喫煙の状況 

過去 1 箇月に受動喫煙（他人の

喫煙によりたばこの煙にさらされ

ること）を受けたかについては、令

和 3 年度と比較すると、受動喫煙

を受けたことが「ある」が 5.8 ポ

イント増加しているものの、改正

健康増進法施行前の令和元年度と

比較すると、8.7 ポイント減少して

いる。 

受動喫煙を受けた場所について

は、令和 3 年度と比較すると、「飲

食店」が 12.8 ポイント増加してい

るが、令和元年度と比較すると

13.5 ポイント減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ある, 

37.2%

31.4%

45.9%

ない, 

47.6%

61.5%

45.4%

無回答・無効, 15.1%

7.1%

8.8%

0% 50% 100%

R5

R3

R1

20.4%

18.9%

1.1%

35.2%

4.5%

0.8%

0.0%

4.0%

59.0%

5.9%

1.9%

25.5%

21.9%

0.9%

22.4%

4.7%

0.4%

0.5%

3.4%

55.7%

4.0%

1.8%

18.6%

21.1%

1.1%

48.7%

12.4%

1.1%

0.4%

5.8%

56.2%

4.0%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80%

家庭

職場

学校

飲食店

遊技場（ゲームセン

ター・パチンコ・競馬…

行政機関（市役所など）

医療機関

公共交通機関

路上

子どもが利用する屋外の

空間（公園など）

無回答・無効

受動喫煙を受けた場所

R5

R3

R1

≪複数回答≫
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◎飲酒 

 お酒を飲む頻度については、「ほとんど飲まない（飲めない）」が 49.6％と最も高かっ

た。 

 令和 3 年度と比較すると、「毎日」が 1.4 ポイント減少、「時々」が 4.1 ポイント増加

しており、「ほとんど飲まない（飲めない）」が 2.2 ポイント減少している。 

 今年度の調査で「毎日」、「時々」と回答した人の 1 日あたりの飲酒量は、「1 合未満」

が最も高く 46.4％、次いで、「１～２合未満」が 30.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

  

毎日

19.8%

21.2%

20.4%

時々

28.4%

24.3%

20.8%

ほとんど飲まない

（飲めない）

49.6%

51.8%

56.5%

無回答

2.2%

2.6%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5

R3

R1

１合未満

46.4%

１～２合未

満

30.8%

２～３合未

満

17.4%

３合以上

4.5%

無回答

0.9%

1日当たりの飲酒量
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３ 口腔保健に関する回答 

 

◎かかりつけ歯科 

   かかかりつけ歯科が「ある」とした人が

76.3%、「ない」とした人が 20.1％であ

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎過去 1 年間の歯科健診・歯科治療 

 過去 1 年間の歯科健診・歯科治療の受診に

ついては、「歯科健診を受けた」及び「歯科治

療を受けた」、「両方とも受けた」人が 65.7％

であり、歯科健診又は歯科治療の少なくともい

ずれかを過去１年間に受けている。 

 「歯科健診を受けた」人は、「両方とも受け

た」人を含めて、47.2％であり、令和３年度の

40.4％と比較すると、6.8 ポイント増加して

いる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ある

76.3

%

ない

20.1%

わからない・

無回答

3.6%

歯科健診を

受けた

27.4%

両方とも受

けた, 

19.8%

歯科治療

を受けた

18.5%

コロナ禍に関

わらず受けて

いない

コロナ禍だ

から、今は

受けていな

い

6.8%

無回答・無

効

歯科健診を受けた, 

27.4%

21.1%

21.2%

両方とも受けた, 

19.8%

19.3%

18.7%

歯科治療を受けた, 

18.5%

21.1%

26.0%

受けていない, 

31.3%

37.5%

31.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R5

R3

R1

歯科健診を受けた（両

方とも受けたを含む） 

47.2％ 

歯科健診を受けた（両方含む）47.2％ 

40.4％ 

39.9％ 

※ 経年比較のため、本グラフでは、「受けていない」に「コロナ禍だから、今は受けていない（R3、R5）」 

「コロナ禍に関わらず（R5）受けていない」を含む。 

※ 
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◎過去 1 年間の歯科医院での歯石や歯の掃除 

 過去 1 年間の歯科医院での歯石や歯の掃除を「した」が 59.7％となっており、約６割が

実施している。また、「コロナ禍だから、今はしていない」が 8.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎歯や口の中の症状や気になること 

 歯や口の中の症状や気になることについては、「食べ物が歯にはさまる」が 36.5％と最も

多く、「症状はない」30.8％と続く。上位２つの回答については、令和３年度も同様の順であ

る。 

 

 

 

 

36.5%

30.8%

13.6%

12.0%

10.8%

9.6%

9.5%

9.4%

8.1%

5.8%

5.1%

4.4%

4.1%

4.0%

3.7%

3.2%

0.8%

38.9%

35.9%

10.5%

8.8%

9.6%

10.3%

4.9%

5.4%

3.1%

4.8%

4.0%

2.8%

3.6%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

食べ物が歯にはさまる

症状はない

歯並びや見た目が気になる

歯みがき時などに歯ぐきから出血する

口が乾燥する・ねばつく

噛み合わせが気になる

歯がしみる

口臭がある

口内炎ができやすい

歯ぐきが痛い・はれている

ぐらぐらしている歯がある

口の開け閉めをすると音がする・痛む・開けに…

無回答

入れ歯の調子がわるい

歯が痛い

その他

味がわかりにくい

R5

R3

≪複数回答≫

した, 59.7%

52.8%

コロナ禍に関わらずしていない

28.3%

37.2%

コロナ禍だから今はしていない

8.5%

8.0%

無回答

3.5%

2.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5

R3



１９ 
 

◎食べる（噛む・飲みこむ）ときの状況 

食べるときの状況

については、「なんで

もよく噛んで食べる

ことができる」と回答

する人が 73.1％と大

半を占めており、「一

部噛めない食べ物が

る」が 20.9％である。  

一方、「飲みこみに

くいことがよくある」

と 回 答 し た 方 は

1.3％である。 

 

 

 

≪参考：「なんでもよく噛んで食べることができる」状況≫ 

 ５０歳代以降、年齢層が高くなるとともに「なんでもよく噛んで食べることができる」

と回答する人の割合が減少している。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

73.1%

88.1%

88.5%

86.1%

90.2%

80.4%

70.9%

66.2%

41.6%

42.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

１５～１９歳

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０～７９歳

８０歳以上

年齢不明

73.1%

20.9%

2.7%

0.6%

1.3%

0.8%

1.5%

74.4%

19.8%

1.9%

0.6%

2.7%

1.1%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80%

なんでもよく噛んで食べることがで

きる

一部噛めない食べものがある（たい

ていは噛んで食べられる）

噛めない食べものが多い（噛めるも

のを選んで食べている）

噛んで食べることができない（噛ま

なくてよいものを食べている）

飲みこみにくいことがよくある

わからない

無回答

R5

R3

≪複数回答≫



２０ 
 

◎毎日の歯みがきの頻度 

歯みがきの頻度は、「毎日２回」が

54.1％で最も高く、次いで、「毎日３回」

21.4％、「毎日１回」15.5％の順に高か

った。 

回数に関係なく毎日歯みがきをする方

は、95.0％を占めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎歯ブラシで歯をみがくこと以外に行っている歯と口の清掃 

  歯ブラシで歯をみがくこと以外の 

歯と口の清掃としては、「歯間清掃用具 

（デンタルフロスや歯間ブラシ等）を 

使って歯と歯の間を清掃している」が 

53.1%と最も高かった。次いで、「行っ 

ていない」が 28.2%であった。 

 

 

 

 

 

 

◎むし歯予防のためのフッ化物（フッ素）の使用 

   フッ化物の使用については、「フッ化物入り歯磨剤」が 53.2%と最も高く、「使用していな

い・経験がない」が 27.1％と続くが、「フッ化物入り洗口液」8.２%、「フッ化物薬剤の歯へ

の塗布」が 6.7％と低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

53.2%

8.2%

6.7%

27.1%

8.7%

4.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

フッ化物入りの歯磨剤を日常的に使用している

フッ化物入りの洗口液を日常的に使用している

継続的に歯科医院でフッ化物の薬剤を歯の表面に

塗っている

使用していない・経験がない

わからない

無回答

≪複数回答≫

毎日４回以上

4.0%

毎日３回

21.4%

毎日２回

54.1%

毎日１回

15.5%

毎日ではな

いが時々み

がく

1.3%

みがかない

0.3%

歯がまっ

たくない

1.6%

無回答・無効

1.8%

53.1%

24.5%

25.3%

28.2%

3.3%

0% 20% 40% 60%

歯間清掃用具を使って歯と

歯の間を清掃している

舌を清掃している

洗口液を使用している

行っていない

無回答

≪複数回答≫



２１ 
 

◎入れ歯の使用 

入れ歯を使用している人は、全体の

22.3％であり、使用者の 47.9％は入れ歯

の使用感に満足している。使用感として気

になることとしては、「はずれる」16.1%、 

「噛めない・噛みにくい」14.8％、「話し

にくい」10.4％などが挙げられた。 

   また、使用者の８割弱は入れ歯を「毎日

清掃する」と回答した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◎「歯と口の健康づくりのために」普段の生活で心がけていること 

   歯と口の健康づくりのために、普段の生活で心がけていることとしては、「丁寧に歯をみが

く（入れ歯の手入れも含む）」が 73.4%と最も高く、「かかりつけ歯科を決めている」49.1％、

「歯間ブラシやデンタルフロスなどを使用する」47.1％、「定期的に歯科健診や歯石除去を受

ける」42.6％となっている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

73.4%

49.1%

47.1%

42.6%

36.5%

29.6%

21.0%

17.7%

10.8%

7.1%

5.6%

2.3%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80%

丁寧に歯をみがく（入れ歯の手入れも含む）

かかりつけ歯科を決めている

歯間ブラシやデンタルフロスなどを使用する

定期的に歯科健診や歯石除去を受ける

たばこを吸わない・禁煙した

栄養バランスのとれた食事をとる

ゆっくりよく噛んで食べる

間食や甘いものをとりすぎないようにする

口の体操をしたり口を動かすようにする（意…

特にない

糖尿病などの全身疾患の医科的な治療・管理…

無回答

その他

使用して

いない

76.2%

使用して

いる

22.3%

無回答

1.5%

毎日清掃

する

78.9%

毎日では

ないが

時々清掃

する

10.7%

ほとんど又は全

く清掃しない

1.3%

清掃頻度

47.9%

6.3%

16.1%

14.8%

10.4%

6.9%

4.7%

3.5%

0.0%

0% 20% 40% 60%

満足している
使用時に痛みがある

はずれる
噛めない・噛みにくい

話しにくい
見た目が気になる
においが気になる

その他
無回答

入れ歯の使用感 ≪複数回答≫



２２ 
 

４ 食育に関する回答 

◎「食育」への関心 

 「どちらかと言えば関心がある」が 40.1％と最も高く、次いで、「関心がある」が 27.4％

となっており、関心がある人が全体の 6 割を超えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎継続的な「適切な食事」や「運動」の実施 

 適正体重の維持や生活習慣病の予防、改善のために「適切な食事」や「運動」を継続的に実

施しているかについては、「食事も運動も実施している」が 32.8％と最も高く、次いで、「食

事は実施しているが、運動は実施していない」が 27.9％と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関心がある

27.4%

27.1%

どちらかといえば関心がある

40.1%

38.5%

どちらかといえば関心がない

12.6%

15.3%

関心がない

9.1%

8.6%

「食育」という言葉も意味も知らない

6.9%

7.2%

無回答・無効

3.9%

3.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5

R3

食事も運動も実施している

32.8%

32.1%

食事は実施している

が、運動は実施してい

ない

27.9%

30.4%

食事は実施していない

が、運動は実施してい

る

11.6%

10.4%

どちらも実施していない

22.2%

20.7%

現在実施していない

し、しようと思わない

2.1%

3.0%

無回答・無効

3.4%

3.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5

R3



２３ 
 

◎家族や友人との食事 

ふだん家族や友人と一

緒に食事を「している」は、

79.1％と最も高い。「コロ

ナ禍だから、今はしていな

い」は 1.9％となっている。 

 また、「している」人の

うち、1 日 1 回以上一緒

に食事をする頻度につい

ては、「ほとんど毎日」が

約 8 割である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎主食・主菜・副菜のそろった食事を 1 日に 2 回以上 

 「ほとんど毎日」が 52.７％と最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

している, 

79.1%

72.3%

していない

16.5%

16.3%

コロナ禍だから、

今はしていない

1.9%

9.3%

無回答・無効

2.5%

2.2%

0% 50% 100%

R5

R3

ほとんど毎日

79.9%

82.8%

週に４～５日

5.7%

5.4%

週に２～３日

7.7%

7.2%

週に１日程度

2.3%

3.8%

週に１日程度よ

り少ない, 2.8%

無回答

28.1%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5

R3

家族や友人と食事の頻度

ほとんど毎日

52.7%

52.9%

50.8%

週４～５日

16.8%

15.3%

18.4%

週に２～３日

17.5%

17.5%

18.0%

ほとんどない

10.8%

12.2%

10.9%

無回答・無効

2.3%

2.2%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5

R3

R1

主食・主菜・副菜を３つそろえた食事



２４ 
 

◎朝食 

 ふだん朝食を食べるかについては、「ほとんど毎日食べる」が全体の 8 割を超えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎1 日当たりの野菜の摂取量 

 1 日当たりの野菜の摂取量は「2 皿（140g）」が 30.0％と最も高く、次いで、「3 皿（210g）」

が 26.0％と最も高い。 

 令和 3 年度と比較すると、「5 皿以上（350g）」が 2.1 ポイント、「4 皿（280g）」が 0.4

ポイント増加。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪健康日本 21≫ 

成人の１日あたりの野菜の平均摂取 目標値標値：350ｇ以上 

ほとんど毎日食べる

80.4%

83.1%

週４～５日食べる

4.0%

2.9%

週２～３日食べる

3.9%

3.4%

ほとんど食べない

10.3%

9.7%

無回答・無効

1.3%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5

R3

５皿以上（350ｇ）

6.1%

4.0%

6.3%

４皿（280ｇ）

10.1%

9.7%

12.8%

３皿（210ｇ）

26.0%

26.5%

29.1%

２皿（140ｇ）

30.0%

29.9%

27.0%

１皿（70ｇ）

21.8%

23.7%

19.1%

とっていない

3.7%

3.5%

3.5%

無回答・無効

2.3%

2.6%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5

R3

R1



２５ 
 

◎食品の表示（原材料・添加物・栄養成分・産地等）の活用 

ふだん外食や食品を購入するときに、食品の表示（原材料・添加物・栄養成分・産地等）を参

考にしているかについては、「時々している」が 37.6％と最も高く、次いで、「いつもしてい

る」が 24.4％と高かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎日頃から環境に配慮した農林水産物・食品の購入 

 

 

 

 

「いつも選んでいる」が 14.4%、 

「時々選んでいる」が 39.8%と、全  

体の半数以上が環境に配慮した農林 

水産物・食品の購入をしている。 

 

 

◎京都市又は近郊で採れた農産物の購入 

「いつも購入している」が 8.6％、「なるべく購入している」が 44.4％と、全体の半数が地

元の農産物の購入をしている。 

 一方、全体の 3 割超が、農作物の「産地を気にしていない」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いつもしている

24.4%

25.4%

時々している

37.6%

38.0%

あまりしていない

22.1%

21.5%

まったくしていない

14.4%

13.5%

無回答・無効

1.5%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5

R3

いつも選んでいる

14.4%

時々選んでいる

39.8%

あまり選んで

いない

26.9%

まったく選んで

いない

17.0%

無回答・無効

2.0%

いつも購入している

8.6%

8.2%

なるべく購入している

44.4%

43.5%

購入していない

8.9%

11.1%

産地を気にしていない

36.0%

29.5%

無回答・無効

2.0%

7.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5

R3

≪環境に配慮した農林水産物・食品の例≫ 

農薬や化学肥料に頼らず生産された有機農

作物、過剰包装でなくごみが少ない商品等 



２６ 
 

◎食べ残しやごみを減らす工夫 

ふだんから食べ残しやごみを減らす工夫をして

いるかについては、「している」が 56.1％と最も高

く、次いで、「時々している」が 33.0％と高かった。 

 「ごみを減らす工夫がわからない」が 1.1％とな

っている。 

 

 

  

◎災害等に備えた備蓄 

災害時等に備えて水や食糧を備蓄（買い置き）しているかについては、「している」が 51.7％、

「していない」が 46.7％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

している

56.1%

60.8%

時々している

33.0%

29.2%

何もしていない

8.1%

7.3%

ごみを減らす工夫がわからない

1.1%

1.6%

無回答・無効, 1.7%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5

R3

している

51.7%

48.0%

していない

46.7%

50.6%

無回答

1.5%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5

R3

≪ごみを減らす工夫の例≫ 

食材を使い切る、食べ残さない、買い過ぎ

ない、外食時注文し過ぎない 



２７ 
 

◎京の食文化の認知度 

京都の食文化（行事食、おきまり料理、

であいもん）をどの程度知っているかに

ついては、「十分に知っている」が

7.5% 、「 あ る 程 度 知 っ て い る 」 が

46.7％となっている。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎安全な食生活を送るための、食品の安全性に関する基礎的な知識があるか 

「十分にあると思う」が９．１％、   

「ある程度あると思う」が５６．４％  

と、全体の６割以上が食品の安全性に  

関する基礎的な知識があると回答して 

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

十分に知っている

7.5%

14.8%

ある程度知っている

46.7%

57.9%

あまり知らない

28.8%

16.4%

ほとんど知らない

15.6%

9.6%

無回答・無効

1.5%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5

R3

十分にある

と思う

9.1%

ある程度ある

と思う

56.4%

あまりない

と思う

26.3%

まったくない

と思う

7.3%

無回答・無効 0.9%

≪行事食、おきまり料理、であいもんの例≫ 

行 事 食：節分の塩いわし、ひな祭りのちらし寿司、 

おはぎ・ぼた餅、水無月 

おきまり料理：8 の付く日にあらめの炊いたん、 

月末のおから料理 

であいもん：生ぶしとふきの炊いたん、にしんなす 

≪食品の安全性に関する基礎的な知識≫ 

食中毒予防、食品の期限、アレルギー等の表示、 

健康食品等に関する知識 



２８ 
 

５ コロナ禍に関する回答 

◎コロナ禍で控えていること（社会参加） 

コロナ禍で控えていることのうち、社会参加については、997 名から回答があった。 

地域の集まりや活動などの社会参加のうち、コロナ禍で控えられているものは「地蔵盆など

地域の行事」が 31.3％と最も高く、次いで、「自治会・町内会」が 20.5％と高い。 

また、「その他」には、「外出できないので参加できない」や「控えていないが中止となって

参加できない」、「自分のやりたい趣味でいそがしい」等の記載があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎コロナ禍で控えていること（がん検診） 

 コロナ禍で控えていることのうち、がん検診については、男性 85 名、女性 139 名から回

答があった。 

 いずれのがん検診においても令和３年度に比べて、控えているという回答は減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

31.3%

20.5%

9.7%

8.0%

7.8%

7.0%

5.7%

4.4%

3.9%

2.7%

34.5%

23.3%

13.2%

8.2%

12.1%

10.1%

7.3%

7.1%

6.6%

3.7%

0% 10% 20% 30% 40%

地蔵盆など地域の行事

自治会・町内会

趣味の会

その他

スポーツの会（スポーツ少年団や運動クラブを含む）

ボランティア活動

すこやかクラブ（老人クラブ）

ＰＴＡ活動

子育てサークル

シルバー人材センター

R5

R3

≪複数回答≫

7.0%

7.0%

9.4%

10.7%

5.5%

6.7%

8.2%

8.5%

0% 5% 10% 15%

肺がん検診

前立腺がん検

診

大腸がん検診

胃がん検診

男性

R5

R3

≪複数回答≫

7.4%

9.3%

10.8%

11.2%

13.5%

5.7%

7.0%

8.4%

8.7%

10.0%

0% 5% 10% 15%

肺がん検診

大腸がん検診

子宮がん検診

胃がん検診

乳がん検診

女性

R5

R3

≪複数回答≫



２９ 
 

◎コロナ禍で控えていること（歯の健診） 

 コロナ禍で控えていることのうち、歯の

健診については、340 名から回答があっ

た。 

 「歯科健診」と「歯科治療」では、「歯科

健診」が 4.4 ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

≪複数回答≫ 

16.9%

12.5%

16.9%

13.1%

0% 5% 10% 15% 20%

歯科健診

歯科治療 R5

R3


